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五
木
寛
之
（
１
９
３
２
年
～
）

の
「
黄
金
時
代
」
（
「
新
潮
」
６７

年
８
月
）
は
、
上
京
し
て
武
蔵
野

で
暮
ら
す
２０
歳
の
大
学
生
を
描
い

た
青
春
小
説
で
す
。
作
中
の
現
在

時
は
５２
年
。
朝
鮮
戦
争
な
ど
と
地

続
き
の
大
学
生
の
日
常
が
描
か

れ、
周
囲
は
デ
モ
活
動
を
し
て
い

ま
す
が
、
主
人
公
に
そ
の
よ
う
な

余
裕
は
な
く
、
「
歴
史
」
に
参
加

で
き
て
い
な
い
と
い
う
劣
等
感
を

感
じ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
主
人
公
が
見
つ
け
た

「
定
住
所
」
は、
「
人
目
に
つ
か

ぬ
」
「
武
蔵
野
を
走
る
私
鉄
の
沿

線
の
小
さ
な
町
に
あ
る
古
い
神

社
」
の
「
床
下
」
で
し
た
。
仕
送
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は
な
く
そ
の
日
暮
ら
し
で
栄
養
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田
無
神
社
の
境
内
に
は、

五
木
寛
之
と
の
関
係
が
記

さ
れ
た
看
板
が
あ
る

失
調
と
貧
血
で
目
も
か
す
み、
製

薬
会
社
が
求
め
る
「
供
血
」
と
い

う
名
聖
盃
に
よ
っ
て
鄭
ぇ
を
勘

ぐ
毎
日
で
し
た
。
し
か
し
空
腹
を

苦
痛
と
感
じ
る
こ
と
は
な
く
、
故

郷
の
父
親
へ
の
手
紙
に
は
「
住
む

所
も
、
金
も
あ
る
し
、
友
人
も
沢

山
で
き
た
。
ロ
シ
ア
文
学
も
原
語

で
読
ん
で
い
る
」
「
今
は
自
分
の

黄
金
時
代
か
も
知
れ
な
い
」
と
し

た
た
め
て
い
ま
す
。

　

「
黄
金
時
代
」
と
し
て
い
る
の

は
、
父
親
を
安
心
さ
せ
て
自
分
を

励
ま
す
た
め
も
あ
り
ま
す
が
、
周

囲
の
大
学
生
と
は
異
な
り
完
全
に

レ
ッ
ク
ス
を
感
じ
る
ん
だ
。
君
は

気
づ
い
て
い
な
い
か
も
知
れ
な
い

が
」
と
ク
ラ
ス
の
ス
タ
ー
的
存
在

で
あ
る
学
生
「
活
動
家
」
か
ら
声

を
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
武
蔵
野
」
で
始
め
た
大
学
生

活
に
主
人
公
は
誇
り
を
持
ち
、「
黄

金
時
代
」
と
呼
ん
だ
の
で
し
た
。

（
武
蔵
野
大
教
授
、
む
さ
し
野
文

学
館
館
長
・
土
屋
認
）
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劣
等
感
の
裏
返
し
と
し
て
理
解
で

－

　　　　

さ
ま
す
。
実
際
、

「
君
を
見
て
る

′
が
記

　　　　　

と
、
ぼ
く
は
い
つ
も
あ
る
コ
ン
ブ

「五木寛之小説全集 ２」（講談社）

直木賞受賞（１９６７年１月）直後に立て続けに発
表された作品群が収録されています。その中でも
「黄金時代」は五木の最初の自伝的な作品で、私
小説ではありませんが作者の姿も垣間見えます。
成功してから無名時代を愛おしみ、黄金時代だっ
たとふりかえっているとも言えます。


